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1)笹漸博爽 :帝核血行蒋啓は関する ｢シ｣繰学的並び陀病塊学的研究

欝1頼 経核億十二指腸狭窄症

2)笹瀬博衣 :緒核血行蒋移陀関する ｢レ｣線学的並びに病理学的研究

第 2窮 血行性椿核の臨界統計的考療

3)笹瀬博次 :締核血行韓移l/{関する ｢レ｣糠学的並びに病理学的研究

第3窮 緒核血行賭移の年齢別統計研究-- -･･

4ブ敏激博衆 :糖核血行韓移に関する ｢レ｣線学的並びは柄理学的研究

欝4桐 対臓器l/{於かる血行帝移締核髄の分布
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5)笹瀕博衆 :給核血行韓移ほ関する ｢ レ｣線学的並びは病理学的研究

第 5編 急死二者に見 られる政界内の給核性孤立性血行蒋移巣に関する病理学的祈究･･････････.,38

結核血行着移に関する｢レ｣線学的並びに病理学的研究

第 1編 結核性十二指腸狭窄症

笹 瀬 博 幸爽

純 音

腸結核と首へぼ廻宮部が蛍も好発部位であり､三次で娼暢或は上行結腸､更に茎陽横行結腸の順とな

るのである｡頗るに十二指腸のみに乗で意外の感を懐 く~ことがあるO頻度は胃結核より更に少く1例

報告の域にあり､岩永氏は176例の腸結核申唯1例下水平部の狭窄を経験して居られる位であり､両も

高位釈窄む超して乗るので栄養障樽が速かであり､ それだけ結核症を重篤ならしむる倶あり､且山麓

に腸結核は肺結核の末期に来るに反し､本症は割に肺に著変なしに乗 り､之さ-適当に処置すれば好

樽燭を取 り得るのであり､其発生機樽に就ても興味があると考へたので検討を加-ることにした.

症 例

第1例 山OL020歳農､家族で緒核で死んだ り､構った りしたものはない02年前全身倦怠､上腹部の不快感
があり､胃疾凪として治療ををけ2ケ月億でよくなったことがある｡今度は入院する2ケ月前から何等誘因なしに噴

気､上腹満の不快感を感 じ､其後数日して急に唱吐をなし碇ちほ庭櫓を壕けたがよくならず.唱吐は食後 2時間任し

て感心に衆で起 り､其前に食べた全部が出る位に思ふ01ケ月年前か らは箆食後吐くO掩痛は全くないけれども常に

上腹部に膨満感不快感あり近頃は畷吐を恐れ1日1回少農の食事を取ることにしているO 唱畦は横取した食物の種類

LJ{は無関係であ り吐物には血液や劫排残液萩物を交えず､喝吐後は極めて心持 よく感ず｡食慾はあるが喝吐を恐れて


